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人は物事を理解し納得する、いわゆる分かった瞬間に「学ぶ喜び」  人は物事を理解し納得する、いわゆる分かった瞬間に「学ぶ喜び」  

を味わうことができます。先生や友達・先輩と共に触れ合い、学び合を味わうことができます。先生や友達・先輩と共に触れ合い、学び合、学び合

いながら心に浮かんだ「なぜだろう」を探究し、学ぶ喜びの味わえるいながら心に浮かんだ「なぜだろう」を探究し、学ぶ喜びの味わえるし、学ぶ喜びの味わえる

「楽しい授業」を行います。「楽しい授業」を行います。

情報リテラシーの学習をはじめ、教室や様々な体験学習の中でのコ情報リテラシーの学習をはじめ、教室や様々な体験学習の中でのコ情報リテラシーの学習をはじめ、教室や様々な体験学習の中でのコ

ミュニケーションを積み重ねます。こうしたお互いに知識を交換・共ミュニケーションを積み重ねます。こうしたお互いに知識を交換・共

有し合う活動を通して、切磋琢磨しながら共に成長していける仲間づ有し合う活動を通して、切磋琢磨しながら共に成長していける仲間づ

くりを行います。くりを行います。

各教科をはじめ、伝統文化を取り入れた教育活動や道徳教育などを各教科をはじめ、伝統文化を取り入れた教育活動や道徳教育などを

中心とした情操教育を進める中で、自分の感情を認識し制御でき、相中心とした情操教育を進める中で、自分の感情を認識し制御でき、相

手を意識してひとの痛みの分かるよりよい人間関係を深めていくこと手を意識してひとの痛みの分かるよりよい人間関係を深めていくこと

によって「豊かな心」をはぐくみます。によって「豊かな心」をはぐくみます。

各教科の学習、あるいは学校行事や総合的な学習の時間の中で主体各教科の学習、あるいは学校行事や総合的な学習の時間の中で主体

的・積極的に考え判断できる力を高め、将来、国際社会で活躍できる的・積極的に考え判断できる力を高め、将来、国際社会で活躍できる

素地を養い、一人ひとりが個々の目標を実現しようとする意志をもて素地を養い、一人ひとりが個々の目標を実現しようとする意志をもて

るようにします。るようにします。
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な教養教育を 学

年間を体 化した 育 により、 ・ 本の 的な を行 、高 性を うとともに、

のとれた 育を展 する とにより、豊かな人間性や社会性、 意 を する。

豊かな国 を 学

国際化が年々 定 市 たま市の現 を ま 、日本の伝統と文化に し 学習を 視すると

ともに、国際 育を 実し、グローバルな視野を磨き国際感覚を豊かにする。

一人 と の を実 学

的・ 的な リア 育により、 の り や生き を 、高 を か 、生徒一人

とりの興味・関心や能力・ 性に応じた を実現する。

中 の一 を 学

の中高一 育校として、中学校と高等学校とが な連 の下に一体的な学校 を行 、学校

の 育 の 現化に める。

豊かに し、活力 学

学校行事や生徒会活動な 年 集 による 々な活動を通して、感性豊かな社会性を う。

自 ・自 を に 学

が を積 とともに、 育活動 の の学校 の に て、 ・ を 行し、

な態 で 育活動の ・ を り、 育力の を る。

はぐくむ
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年間を した な学習活動を展開し

内 学中学 の学習

学
力 学

の 育の

期課

基礎
中期課

充実

期課

展

学
中２中１ 中３ １ ２ ３

た 中学 た 学

芸術Ⅲ／
数学理解

数学Ｃ／
英語理解

文学国語／
物質生命科学／
地球生命科学

の 、中学 学年の総 な学習の時間に 、「ＳＴＥＡＭＳ　ＴＩＭＥ」 て
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年間を した な学習活動を展開し

内 学中学 の学習

学
力 学

の 育の

期課

基礎
中期課

充実

期課

展

学
中２中１ 中３ １ ２ ３

た 中学 た 学

芸術Ⅲ／
数学理解

数学Ｃ／
英語理解

文学国語／
物質生命科学／
地球生命科学

の 、中学 学年の総 な学習の時間に 、「ＳＴＥＡＭＳ　ＴＩＭＥ」 て

１ 年間総授業時数の拡充

・ 間の授業を展

２ 独自の教育活動「Morning
Skill up Unit」の展開

第１時限目の日課に位置付けて

実施

国語・数学・英語の学習内容を中

心に展開

一人１台のタブレット型のコン

ピュータを活用し、国・数・英を

中心とした基礎学力の向上と豊

かな教養の育成

（ 間） Japanese Plus の学習

ての学習の となる 国語力 の育成

活動 文、 、 、 き取りな に取り組み、 ・ 本を する学習

（ 間） Mathematics Drill の学習

日 生活に 付 た 学的リ ラシーの

活動 や の と た 的な学習や、 や に対する感覚を豊かにする学習

（ 間） English Communication の学習

英語でのコミュニケーション能力の育成

活動 日 会 やス ー な の生きた英語を く活動、 を た 活動、英語 との英

語による ン ュー活動や 活動な 、バリ ーションに んだ学習

３ 土曜授業の実施

４ 夏期講習の実施

・ 業中（７月下 ）、国語、社会、 学、理 、 、 体育、 楽な を実 する予定です。

・内容は 習を中心に ・ 本の学習を 的に、発展的内容も取り 、参加は です。

・ 習 は、部活動よりも 習参加を とします。

知性
特色ある教育活動

基礎学力と応用力を兼備した個性ある人材の
育成を目指す取組

■第１学年の時間割例

※ 学と グローバル・ス （ ・ ）に ては、 ラス２展 の 人 を実 。

※ …”Morning Skill up Unit”（国語・ 学・英語）

※ …”Global Communication Output”（Speaking writing に 化した、より な

英語と 理的 力を身に付けるための、 ブ による授業。）

・ 日を中心に、年間 ２ の３ 間授業（ 間の も り。）を行 ます。

・第 には、 学年交流の 学 ・ の 間を 定し、 学力の定 や学習 の習

を る予定です。

・ 年 に授業 を行うとともに、年に７ の一 （予定）を行 ます。

月

体 年間 ２

の 授業

（予定）

２ 理 ・ ・ 理 ・

３ 体 ・ 楽

・ 理 ・ 国語 体

国語 社会 ・ 社会

・ 国語 ・ ・ 国語

７ 学活
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展 な学習内容を に た

教 の年間 に、 学 の な 学習 学 教 授業を を

な 、中 の一 を した な の展開

生徒の実態や興味・関心に応じて、より発展的な学習内容や一部高等学校の学習内容を取り入れます。

数学の例 ※下線部が、高等学校の学習内容

中学１学年 中学２学年 中学３学年

ー ー の実施 （オーストラリア連邦国・ブリスベン市）

基

中学校の英語学習の集大成として、学んだ英語力を活かして、現地校の授業や行事に参加します。

目

①現地校の生徒や外国の人々と、英語によるコミュニケーションを楽しみ英語学習への興味・関心を一

層高めます。

②中学３年間で身に付けた英語を活用し、積極的に意見交換を行う活動を通して、豊かな感性や表現力

を伸ばします。

③豊かな交流体験を通して国際感覚を磨き、グローバルな視野で物事に取り組める資質や能力をはぐくみ

ます。

④国際社会で活躍しようとする意欲を高めるとともに、海外の国々に対する理解を深め、日本の伝統と

文化を愛する姿勢を育成します。

実施時期 期間

中学校第３学年３学期（２月を予定）の７日間

３年間を した総 な を展開

中

学

校

の

英

語

教

育

現地校との交流授業に向けた学習活動

グローバル・スタディ科・少人数の授業

高校ネイティブ教員による授業

外国語指導助手（ALT）との Team Teaching

English Communication の活動

（Summer English Seminar など）

高

等

学

校

の

英

語

教

育

ー

ー

日間

○方程式と不等式

・一次方程式

・一次不等式

○空間図形

・立体の切断

○探究数学

中学までの学習内容

をより深く探求する

学習

（数列や図形など）

○数と式

○集合と論証

○二次関数

高
等
学
校
の
学
習
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展 な学習内容を に た
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（数列や図形など）
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高
等
学
校
の
学
習

１ 人数に の展開

日 な 人数
学と ・ 英語 に ては、日 的に 人 による を実 し、コミュニケーションを る取組や

ン ーションの 会を します。

に た 人数に
学や ・ 英語 外の 等では、学習内容に応じて積極的に 人 による を取り入れます。

２ 自 の 活動の充実

教 の
国語では ス ー ベート、 ル ス ションな の学習を 的に取り入れます。

社会 では、３ 間ス ー 、ロール 、 ベートに ン します。また、 ・ 英語 では、

校内での中高 Recitation Speech Contest を実 します。 れ の学習を通して、 の で豊か

な表現ができるようにして きます。

総 な学習の時間な の学習 の
学習の成 や ートな 、 の生徒や な に伝 る活動を積極的に 定します。

３ を た教育活動の展開

教 の
楽では、 の伝統 能（ ・ ）な の学習を取り るとともに、 な の 会を

的に取り入れます。

活動の時間 の
を通して伝統文化の理解に めます。

４ Infromation and Communication Technology 教育の充実

ーの育成を目 し、 た ・ ット ー の 学習を

創造
特色ある教育活動

力 力
を す取組
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１ 中 に 豊かな の を

学習 の
中高生が一 に学 会を積極的に取り入れます。 期 習では、高校生が学習 ートに ラン

ア参加してくれます。

学習の一 として、高校生を アア バ ーとして き、 会を行 ます。

学 の
体育 、文化 、ロー ース大会な 、中高生が力を て学校行事に取り組みます。

な 、 の や ー・ ングリ シュ・ ミ ー（Summer English Seminar）な 中学生

だけの行事も行 ます。

活動 の
一部の部活動では高等学校の部活動との 活動を通して、 か 応用、実 、実 までの一 した

活動の 会を けます。高校生と一 に活動する中で、 まし 人間関 を育んで きます。

年 に を た 活動

２ 学 を か な 活動

学 の教育施 を活用した学習
物 、 学 な の 育 を れ、 で学んだ事 を かな として身に付ける 会を 的

に取り入れます。

を した学習
地 の人々や 野で活躍する人々を スト ー ーとして て 等で学んだ事 を

に 々に して く 会を 的に取り入れます。

３ 教育の充実

活 を充実 た の
に学 楽し を味 うとともに、 る生活ができるよう、校内 化や ー による校内

な る 育、 動や、 を した活動を通して、 に し 、 や

りの心がもてる学習 くりを めます。

実 を 豊かな 活動
の 間をはじめ、 、 行事、部活動な を通して、 に まし め 、 的にもの

とをやり く力を育てて きます。

・ との
地 での ラン ア活動、学校・学年だより、 活動な をはじめ、 との連 を通して、社

会の一 としての 覚をも 、 を しく し、 をき んと 行する態 をはぐくみます。

特色ある教育活動

目 を 成し 人 性と 性を育 取組

動 ・ 部（ ）・ ー部（ ）・バ ミントン部（ ）

・ ン ール部（ ）・バスケ ト ール部（ ）

・ 部（ ）・ ニス部（ ）・ 部（ ）

・ 部（ ）

・ 部 ・ ンス部 ・ 楽部 ・ 部
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力 学 活を し

１ 中学 の日課

２ 学期と 期 業日

学期 ３学期 により学習を めます。

学期 月 日か ７月 日 ２学期 月 日か 月 日 ３学期 月 日か ３月 日

期 業 期 業日は、 のようになります。（ 年 ）

業日 月 日 月 日 業日 ７月 22 日 月 日

業日 月 日 年 月 日 学年 業日 ３月 日 ３月 日

３ 学 の

学

日 の通学 に 用します。 やバスな の 交通 関を 用した通学に でロ ー にも

しやす ３ （ 、 け、リュ に の ）を 定します。 （

上

で な学校生活を るために、 で動きやす シュー を 定します。中学生と高校生とが

できるような ンや です。 （ 年 ）です。

育 ・ ー

体育の授業や体育的な行事で 用します。市 高等学校で 定 れて る や を に、中学生

と高校生とが できるような ンと です。体育 ・ ー ン と て、

年 ）です。

育

体育 での 動を に行うため、体育 用シュー を 定します。 （ 年 ）です。

学 に て

通学 は、 外の体育の授業や学校行事等で に活用できる 付きの 動 とします。体 や通学

等に て、 で 定してくだ 。

学の方

の 校 の を

一に ・ 交

関による 学を と

ます

（た によ

の な る

ると る等の 合

による 学を する

と ります ）

学の方

学校

校方式の を

ます

（ ）です

7

3,400

年 ）です。

（

23

28

27

8,440

とも、市 高等学校で 定 れて る と となります。ただし、 は、中学生が の

ン、高校生が の ンです。 は、中学生が ラ ン、高校生は ラ ンが となります。

や を て、 が55,000 （ 年 ）、 が65,000 （ 年 ）です。

※本校は中高とも ー です。
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力 学 活を し

１ 中学 の日課

２ 学期と 期 業日
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学期 月 日か ７月 日 ２学期 月 日か 月 日 ３学期 月 日か ３月 日

期 業 期 業日は、 のようになります。（ 年 ）

業日 月 日 月 日 業日 ７月 22 日 月 日

業日 月 日 年 月 日 学年 業日 ３月 日 ３月 日

３ 学 の

学

日 の通学 に 用します。 やバスな の 交通 関を 用した通学に でロ ー にも

しやす ３ （ 、 け、リュ に の ）を 定します。 （

上

で な学校生活を るために、 で動きやす シュー を 定します。中学生と高校生とが

できるような ンや です。 （ 年 ）です。

育 ・ ー

体育の授業や体育的な行事で 用します。市 高等学校で 定 れて る や を に、中学生

と高校生とが できるような ンと です。体育 ・ ー ン と て、

年 ）です。

育

体育 での 動を に行うため、体育 用シュー を 定します。 （ 年 ）です。

学 に て

通学 は、 外の体育の授業や学校行事等で に活用できる 付きの 動 とします。体 や通学

等に て、 で 定してくだ 。

学の方

の 校 の を

一に ・ 交

関による 学を と

ます

（た によ

の な る

ると る等の 合

による 学を する

と ります ）

学校

校方式の を

ます

（ ）です

7

3,400

年 ）です。

（

23

28

27

8,440

とも、市 高等学校で 定 れて る と となります。ただし、 は、中学生が の

ン、高校生が の ンです。 は、中学生が ラ ン、高校生は ラ ンが となります。

や を て、 が55,000 （ 年 ）、 が65,000 （ 年 ）です。

※本校は中高とも ー です。

は Let’s Study Week

の

身体 身体

・人 育 会

身体

・ ン リング ー

身体 身体 身体

海外フィールドワーク

① ①

① ・生徒会 会 会

・生徒会 会 会 ・生徒会 会 会

・ ン リング ー

② ② ②

・人 育 会

・人 育 会 ・人 育 会 ・人 育 会 ・人 育 会

期

期 期

・文化 ・文化 ・文化

・体育 ・体育 ・体育

・市学力

・市学力

・市学力

・ ン リング ー

・大学入学

通 スト

・３年 くる ー
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な 学 を

１ 学 の （内 は ・ ）

２ 学 たま市

３ 学 の

第２
内容 性 ・ 人 ・集
期日 年 月２ 日（ ）
会 市 中学校・高等学校

※第２ を
※第 に し、第２ を し
た に、第２ を実 します。

・ 学 の 付

付期間
年 月２ 日（ ）
年 月３ 日（月） ２月２２日（ ）

（ 、日、 日、 の日を く 、 ）

付 市 中学校・高等学校 事
※ として 等での 付はしま ん。

の
※ 資 の事 が となる には、
年 生徒 集 を してくだ 。

期間
年 月 ７日（ ）

年 ２月 日（ ）
（ 日 日を く ）

たま市 育 会学校 育部高校 育
たま市

（ たま市 第 ）
２ ７

学 の 付

第
内容 に 性 ・ を実
期日 年 月 ３日（ ）
会 市 中学校・高等学校

第 学 の
・ ２

期日 年 月 ７日（ ）
市 中学校・高等学校

第２ 学 の
・

期日 年 月２ 日（ ）
市 中学校・高等学校

学 の
期日 年２月 日（月）

市 中学校・高等学校 事

学
期日 年３月２日（ ）
会 市 中学校・高等学校

上 学 の
第２ のう 、入学 とな

なか た の中か し、 り
とします。（ は 表しま ん。）

学

学

第１ ・第２ と の自 の

※第 （入学 性 ）の を
します。

※第 は、事 付 に を
するとともに、第２ を し、
を してくだ 。

※第２ （入学 ）の
を します。

※第２ は、事 付 に を
し、入学 定通 等を して

くだ 。

※ する 能性が ります。 年 生徒 集 を くだ 。

（予定）

年 生徒 集 を くだ 。
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な 学 を

１ 学 の （内 は ・ ）

２ 学 たま市

３ 学 の

第２
内容 性 ・ 人 ・集
期日 年 月２ 日（ ）
会 市 中学校・高等学校

※第２ を
※第 に し、第２ を し
た に、第２ を実 します。

・ 学 の 付

付期間
年 月２ 日（ ）
年 月３ 日（月） ２月２２日（ ）

（ 、日、 日、 の日を く 、 ）

付 市 中学校・高等学校 事
※ として 等での 付はしま ん。

の
※ 資 の事 が となる には、
年 生徒 集 を してくだ 。

期間
年 月 ７日（ ）

年 ２月 日（ ）
（ 日 日を く ）

たま市 育 会学校 育部高校 育
たま市

（ たま市 第 ）
２ ７

学 の 付

第
内容 に 性 ・ を実
期日 年 月 ３日（ ）
会 市 中学校・高等学校

第 学 の
・ ２

期日 年 月 ７日（ ）
市 中学校・高等学校

第２ 学 の
・

期日 年 月２ 日（ ）
市 中学校・高等学校

学 の
期日 年２月 日（月）

市 中学校・高等学校 事

学
期日 年３月２日（ ）
会 市 中学校・高等学校

上 学 の
第２ のう 、入学 とな

なか た の中か し、 り
とします。（ は 表しま ん。）

第１ ・第２ と の自 の

※第 （入学 性 ）の を
します。

※第 は、事 付 に を
するとともに、第２ を し、
を してくだ 。

※第２ （入学 ）の
を します。

※第２ は、事 付 に を
し、入学 定通 等を して

くだ 。

※ する 能性が ります。 年 生徒 集 を くだ 。

（予定）

年 生徒 集 を くだ 。

４ の
入学を する とのできる は、 か の れかに し、か 、 、 の れかに す

る とします。 、か 、 に する は、 資 の を としま ん。

数 成

入学 部 （または の ）

入学 ※ 部 の の 校の校

※ 資 の事 により、 資 の交付を けた は、 れを 入学 と一 に
する と。

第１ 第２ の
の基

か 、事実・意 ・意見・ や 成を し、 学校で身に付けた 的・ 本的な事 を活用して
、 なりの 、 や意 を に し、意 的、 的、 的に表現する とができるか う

かを 的に ります。また、 文の一部に英語を ます。
第１ の
① 実

す ての に対して、 性 、 性 を実 します。
② 性 の 間

性 （ 間）、 性 （ 間）
③ 性 の

性
・文 、資 を に、 を 理し、 理的に を てて 解 する を、 な で表現する力
をみます。

・日 か 身 な に をも 、 の を し解 を て、 の を用 て 解 に意欲的に
取り組 態 が身に付 て るか うかをみます。

・社会的事 な を とした統 資 か を み取り、 に ・表現する力をみます。

する年 の３月に学校 育 で 定する 学校

しくは れに る学校、 学校の 学部（ 下

学校 と う ）を 業する見 みの 、 は 育

学校の 期 を 見 みの 。

の に な

１ ２

） する年 の３月に文部 学大 が 学校の と

等の を するものとして 定した 外 育 （

。

学 に
に

資

部

学等

部

（ ） 資 部
（ ） 入に関する 部
（ ） を する 部

）外国に する学校（現地校な ）に て、 １

の きにより、日本の 年の 育 の 育を け

たと め れ、か 、 に たま市 中学校 （

下 中学校 と う ）が、 たま市 中学校生徒

集 （ 下 生徒 集 と う ）で定める期間に

生した 。

）日本国内に て、外国人学校の 育により、 １

の きにより、日本の 年の 育 の 育を け

たと め れ、か 、 に中学校 が生徒 集 で定め

る期間に 生した 。

） か （本人に対して を行う で

て、 として を行う が な は 成年

見人を う。 下 じ ）と して る で、 たま

市内に を し、入学 業まで き き たま市内

に し、か 、 業まで通学する とが 実な 。

たま市 育 会学校 育部高校 育 へ 参に

より する。 として での 付はしな 。

） が たま市外に する のう 、 ２の

きにより、 とともに入学年 の 月 日までに、

たま市内に 入する とが 実と れた で、入学

業まで き き たま市内に し、か 、通学す

る とが 実な 。

期間
年 月 日 月 日

（ 日、 日を く

資 の に て、 資 が れた

資 には、 資 を交付します。

）

外

※ 年 生徒 集 を くだ 。
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性
・ 理的な事 の 力、 理的な 力な が身に付 て るか うかをみます。
・身 な 現 な を とした を 学的に理解し、 統的・ 理的に する力をみます。
・ や の意味を的 にと 、 的にものを見たり たりする力をみます。

第２ の
① 実

第 に し、第２ を した に対して 性 文 を実 します。
② 性 （ 文）の 本

実 間
・ 間で、 の に て、 れ れ でまとめます。

の
・文 や資 な を み取り、意 に て文 にまとめる とを通して、 の解 に意欲的に取り組み、

理的に できる力をみます。
③ の 本 、実 間、

人
・ 間 で入学への意欲や 的意 、 の な を 生か き取り、本校の 育 等に 性
が るかの の資 とします。な 、 人 の に て、英語による を 付けます。
集

・７人 の集 で れた の解 に けて を行 ます 。
・ とコミュニケーションをとりなが 、 通の を解 しようとする態 をみて、本校の 育 等に

性が るかの の資 とします。

Memo
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性
・ 理的な事 の 力、 理的な 力な が身に付 て るか うかをみます。
・身 な 現 な を とした を 学的に理解し、 統的・ 理的に する力をみます。
・ や の意味を的 にと 、 的にものを見たり たりする力をみます。

第２ の
① 実

第 に し、第２ を した に対して 性 文 を実 します。
② 性 （ 文）の 本

実 間
・ 間で、 の に て、 れ れ でまとめます。

の
・文 や資 な を み取り、意 に て文 にまとめる とを通して、 の解 に意欲的に取り組み、

理的に できる力をみます。
③ の 本 、実 間、

人
・ 間 で入学への意欲や 的意 、 の な を 生か き取り、本校の 育 等に 性
が るかの の資 とします。な 、 人 の に て、英語による を 付けます。
集

・７人 の集 で れた の解 に けて を行 ます 。
・ とコミュニケーションをとりなが 、 通の を解 しようとする態 をみて、本校の 育 等に

性が るかの の資 とします。

Memo

○浦和中学校出身（内進生）卒業生大学等合格実績

学 R4 R3 R2 R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25
海 大 1 1(1) 2(2)

大 1
大 1
大 2 3(1) 6(2) 2(1) 3(1) 2 1 1 2 1
大 1 1
大 1 3 2 1 8(3) 1 3(1) 1 (1) 2
大 2 1 5(1) 5 1 2 4 2 3(2)
大 5(1) 1 3 2(1) 4(2) 1(1) 3(1) 1 7(2) 3(1)

一 大 2(1) 3(1) 2 3(1) 1 2 2 2
業 大 1 3 3 1(1) 2 2 1 2 2(1)

大 1 1 1 2(1) 1
外 国 語 大 2 1 2 2(2) 2 1 2 3 1

大 1 3(1) 1 2 1 2 1(1)
の 大 1 2 1 1 2(1) 2(1)

大 1
学 大 1(1) 1 2 1
通 大 2(2) 2(1) 1
海 大 1 1 2 2 1

大 5 5 5 4 2 6(2) 2 1 3 5(1)
国 大 1 1 1(1) 1 1 3 2(1) 3(1) 1 1

大 1
大 1 1 1(1) 2(1) 1(1) 2(1) 1(1)
大 1(1)
大 1
大 1 2(1) (1)
大 1

大 学 1(1)
大 1 1(1)
大 1
大 1
大 2(1)

大 大 1 1 1
大 1 2 1(1) 2 1 1(1)
大 1(1)
大 1 1
大 1(1)
大 1

高 大 1(1)
大 1
大 1(1)
大 1(1) 1

国 際 大 2 2 1
大 1 1 4 2 2(1) 1

市 大 1
大 大 1

大 1 2(1) 2(1) 1 1 2
高 大 1 2 1

大 1
大 （ ） 1
大 学 校 1 1

大 2(1) 1 1 1(1)
大 学 校 1 1 1 1

国 大 学 校 1 1(1) 1

　　 数

リス 学 、 国生 で

　  【国公立大学等】
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【  立 大 学】
学 R4 R3 R2 R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25 学 R4 R3 R2 R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25
学 大 9 3 8(2) 7 2 1 6 7 1(1) 9 成 大 1 1

学 期 海 大 5 1 3 1
大 2 2(1) 2(2) 大 1 1
大 2 1 1 2 1 2 大 1 2 7 11 2 4 2(1) 1 4

見 学 3 1 1 2 2 1 学 大 1
大 大 3 1 1 1 大 1 1

理 大 1(1) 大 1 1 1 1(1) 1
学 習 大 1 1 2 2 1 大 1 2(2)
学 習 大 2 3 8(2) 3 4(2) 2 5 5 5(2) 3(1) 国 際 大 2

大 1 1 2 大 2
大 1 大 1 1(1)

関 学 大 1 3 1(1) 心 大

関 大 1 大 1(1)
外 語 大 2 1 大 1

関 学 大 1 大 2 6 12(1) 8 5(1) 3(2) 6(1) 8 6 3
大 3 2(1) 3 1 2 3(3) 4(1) 成 大 2
大 1(1) 1 大 2 6 5 1 1 2 1(1) 2(1) 2(1) 2
大 2 1 1(1) 1 4 市 大 3 1(1) 1 2 1(1)
大 1 1 大 3 8 2 6 1 8 6 4 2
大 1 1 3 4 大 3 3 1 2 1(1) 1 1
大 1 6 1 1 2 理 大 30 27(1) 19(4) 18(5) 24(2) 18(8) 15(4) 16(2) 11(8) 12(3)

国 大 1 社 大 1 3 3 3(3) 1
大 9(2) 9(1) 11(2) 8(4) 9(2) 8(4) 12(3) 10 12(4) 12(2) 学 大 1

学 大 2 2(1) 1 2 1(1) 1 邦 大 1 2(1) 2(1) 1 1 2 1(1) 1
大 2 5(3) 3 2 1 4 1 1 大 9(2) 18 8 24(2) 12(7) 11(1) 7 8(1) 6 20(6)

国 際 大 1 1 1(1) 1 2(2) 英 学 大 1
国 際 大 1 1(1) 1 5(1) 3 大 1(1)
国 大 1 1 2(1) 1(1) 大 1 5 3(1) 3 2(1) 2(1) 8(1) 2 10 7(2)

大 1 学 大 1
大 5 8 2 3 3(2) 1 2 7(2) 1(1) 2(1) 日 大 2 1
大 2(1) 1 1 1(1) 1 日 豊 大 1

業 能 大 1 日 本 大 1 1
実 大 1 1 1 1 1 1 日 本 大 1 1 1(1)

大 9 19(4) 20(2) 8 11(1) 4 7(2) 5(1) 6(5) 15(4) 日 本 生 大 1 1(1)
文 学 大 1 2 1 1 日 本 大 1 1 7(1) 9 9 4 5(1) 2 5 7

大 1 日 本 大 19 15 19(4) 9 6(4) 13(4) 16(3) 8(2) 5(1) 10
大 3(1) 2 1 1(1) 日 本 体 育 大 2
大 1 2 3 2 1 リ ス 大 1 1 1
大 9 9 12 8(1) 8(1) 9(2) 10(1) 17 9(1) 7 文 大 4 3 1 3 1 1 2 2 4(1) 5(1)
大 5 4 1 8 3(1) 2 9(1) 2 3 3(1) 大 13(2) 22(2) 31(6) 14 8(3) 7 12(1) 20 8 15(1)
大 2(2) 3(2) 1(1) 大 2 3 2 2
大 1 1 1 1 1 大 4(4) 2 3 3 1 2(1) 2(1)
大 1 1 野 大 1 1
大 野 大 3 3 4(1) 2 4 2 1(1) 1 1
大 1 2 1 1 野 大 5 1(1)
大 1(1) 海 大 1

加 国 際 大 2 3(3) 1 1 学 大 1 3 3 2 1 1 1 2 5(2)
成 大 1 4(1) 3 2(1) 2(1) 3 1 2 4 大 34(6) 36(5) 34(3) 19(2) 19(6) 20(4) 17(7) 27(3) 23(3) 23(4)
成 大 2(2) 3 4(2) 2 4(2) 1 1 1 4 大 5 6(1) 3 5(1) 3 1 1

心 大 1 1 1 2 大 2
大 8 2 4 2 大 1 3(1) 2

大 大 3 1(1) 2(2) 2 も の く り 大 2
大 文 化 大 1 1 4(3) 2 1(1) 3(2) 野 容 大 1

大 1 大 1 1
大 1 大 18 23 31 30(2) 18(6) 15(3) 11(1) 36(1) 16(3) 15(2)
大 2 2 大 2 1 1 1 3
大 10 2 3 1 4(4) ア ア 大 1

中 大 10(2) 20(3) 16(2) 16(1) 28(16) 10(4) 21(4) 11 8(5) 10(4) 大 1 1(1) 1 1(1) 1 1 1 2
大 6 1 4 3 4(1) 4(2) 5 2 10(1) 2 大 29(2) 16 23(1) 22(6) 23(9) 18(3) 4(1) 21 15(5) 16(1)

学 大 シュ大学 ーシア校 1
大 1 3 2 1 2 1(1)

年 月 日現

　　 数
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質 事   

学習

学習が伸 んで る生徒への は

のように れて ますか。

学、 グローバル・ス は 人 TT 授業を行うな

により、 に を行 て ます。また、 で するとと

もに、 期 習な により対応して ます。

の は のく ですか。 によ て なりますが、 理のな の を して ます。

学習の取組を のように れ

て ますか。

学習 や成 は 学習 間とも大きく 付 て ます。 日、

一定の 間を 的に学習して くよう して ます。

入学 までに の 本 を身に付

ける は りますか。

ロー 入力を 本として ますので、 の学習ができて れば

です。

中学・高校の授業に は りますか。 中学校では の授業は りますが、高校では行 て ま ん。

の体験学習とは のような と

を行うのですか。

理実習、 ロン 、 育 等での れ 体験を実 し

て ます。

れる PC は、 ですか。 で３年間 して ます。

英語の発 に て、 ブの発

に けるようなト ーニングを行

て ますか。

グローバル・ス 、高校の ブ ALT によ

る ー ー ングで、 グローバル・ス の授業を行

て ます。

学
年間の ラス に て、 てく

だ 。

年間、２ ラスで活動し、 年 ラス をして ます。

学校
学校 に て てくだ 。 授業な 、学校 日を 定して ます。 は本校 ー

ー を くだ 。

部活動

部活動は が参加ですか。 、 加入です。

中高が で活動して る部活動 を

てくだ 。

部、 ン ール部、 部、 部、 部、 楽部、

部、 部に て高校の が し、 で活動して ま

す。

活動の 日や 間、 日の活動に て

てくだ 。

日は、 が活動の 間 となります。 日、日 日、

日、 期 業日に ては、 部活動 に なります。

部活動の な は、 が行うので

し うか。

部活動や大会等によ て なりますが、 によ ては、 力

ただく とも ります。

の大会への参加はできますか。 市 の大会へは、 での参加を して ります。

また、 の には の加入が参加の となります。

学校外の ラブ ー に入る とは

能でし うか。

ラブ ー への参加は 能ですが、部活動へは 加入です

ので、入学 に くだ 。

部活動の 日・日 日や 期 業中の

活動 間、日 に は りますか。

部活動の活動の に ては、 部活動に る活動 に て

ります。

学校生活

の はできますか。 学 が たま市 とな て るため、 のみの 用を

に、 か の で して ます。

じめの対応 は うな て ますか。 生徒と による 育 （ 等）を実 し、 でも み

な を できる体 を して ます。また、本校 ー ー

の 中 じめ 本 を 参 くだ 。

地 等の の対応は うな て

ますか。

たま市 に ける 生徒の 等の に 、

、 の のう 、 はす ての への

しとして ます。

通学を めて ますか。 生徒の を 、 として、 通学を めて りま ん。

ただし、学 が たま市 と で るため、生徒の 性

を なう れが る に り、 通学を する とが り

ます。

海外 ール ー の 用は のく

ですか。

３ です。また、 ー ー 、 の 動等に

より る が ります。

の学 の
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の 中学校との行事等の を

てくだ 。

３年生での海外 ール ー 、２年生での 学 行、 物 実

習、高校の による授業、年間 12 の 授業、中高 の文化

や体育 、大学や 業と連 した ログラ な の が

れます。

ールな の との連 は

りますか。

学年 ール、学校 ー ー や たま市学校 心 ール 等

を 用して ます。

入学

の内容は のく に関

するのですか。

日の 性 と、 に して ただ た の内容を、

的に して ます。

では を け付けてくれますか。 生徒 集 で してくだ 。

での 校は 能ですか。 性 日 外は 能ですが、 き が ため、 の交

通 関の 用を して ます。

定 を やす とは て ますか。 定 は たま市 育 会が定めて ます。

り を てくだ 。 表して りま ん。

り への連 は 日く

までに くのでし うか。

生徒 集 で してくだ 。

中学 中で 市に した は

うなるのか。

たま市に して る とが となりますので、 市に

した の は めて りま ん。

入学 の 理 は、 能ですか。 能です。

の

大学等、 の 育 関との連 は

うな て ますか。

大学理 学部で行 れる 学 の に が参加したり、

期 習に て を実 したりするな 連 を行 て り

ます。

学 は 用できますか。
入学 、学校に くだ 。

人の 学期間は、 日間まで 能です

か。

本校は、 学の は けて りま ん。

のア ル ー対応はして ますか。 と連 を取りなが 、できる りの 対応をして ます。

の は のように めて ま

すか。

により の を めて ります。現 ２ の の

う 、３ 人 まりの が として 活躍 ただ て ます。

※ たま市 高等学校に ての内容は、高校 ー ー を くだ 。

たま市 高等学校 http://www.city-saitama.ed.jp/urawa-h/

Memo
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